１．構成
・粉砕機本体、モーター（本体側）、インバーター（本体側）
２．仕様
  ピンディスク直径

250mm

  ピン直径


7mm

  ピン長さ


35mm

  本体側ピン本数


151本
  本体側ピン配列


4列
  ドア側ピン本数


157本
  ドア側ピン配列


4列
○最高回転数
  本体側ピンディスク

11000rpm(185Hz)
○最高周速度


145m/sec

○最高発生風量


8.9m3/min

○使用モーター


高速モーター　5.5kw-2P-200V-200Hz-3相-全閉-屋内

○使用インバーター

VFA7-2055PL  東芝製
○重量



220kg (モーター：49kg)



３．粉砕機概要及び特徴
・本機は高速度衝撃式粉砕機です。ドア側及び本体側に取付けられた高速回転する回転ディスクと、ディスクに取付けた多数のピンとの間で、非常に大きな衝撃力を生み出し、微粉砕を可能にしています。
・ピンとディスクとのクリアランスによりスクリーンを使用せずに微粉砕が行えます。
粉砕原料の粒子径が最適なとき、効率の良い微粉と処理量が得られます。
微粉の凝集物のような脆い原料の場合には、最大1cm径まで投入可能です。
原料が大き過ぎる場合は、予め予備粉砕が必要です。
・高速回転するピンの遠心力によって、付着性や凝集性のある原料も粉砕できます。
・本体側ピンディスク裏面にあるファンプレートは、粉砕機外部より清浄空気を吸い込み、粉砕室内の

微粉が、ピンディスク背面に流入するのを防ぎます。

内部洗浄も容易な構造になっています。
４．駆動方式
・本機は専用インバーターモーターによる、直結駆動（ダイレクトドライブ）タイプです。（このモーターをAC200で直接駆動すると、故障の原因となります）
・回転方向は出荷時に設定し、駆動側に示されています。指定の最高回転数以下で使用して下さい。
・粉砕機にかかっている負荷を監視するために、インバーターにある電流表示を、見やすい場所に設置して下さい。
５．据付
・粉砕機架台は建物の床面に据え付け、粉砕機の底面と据付表面の間には、防塵用シールと振動防止用のゴム、フェルト、コルク等を入れて下さい。
・粉砕機は水準器で調整された平面上に据え付け、架台との据え付けに際しても本体を水平に保つようにご注意下さい。
· 本機には標準架台もご用意しております。

なお当社では、設置場所に応じた粉砕装置の図面や参考図書を提示できます。

６．周辺機器
6-1.原料供給
・ホッパー又はシュートを利用して供給して下さい。
  粉砕品の粒度不均一を避けるため、安定した供給が出来るようにして下さい。
・本機には専用の揺動式フィーダーをご用意しております。 

6-2.捕集
・粉砕機の排出口には、十分な大きさのホッパーや空気輸送管を使用し、バッグフィルターやサイクロ
  ンのような微粉捕集器を取り付けて下さい。空気輸送を行う場合、吸引用のブロワーが必要です。
・ホッパーを取り付ける場合、空気速度が微粉の終末沈降速度以下になるように、可能な限り大きく作
  って下さい。また、内壁の傾斜は微粉が付着しないような角度をつけて下さい。
・本機には標準下部ホッパーをご用意しております。
6-3.排気
・標準的なシステムでは製品捕集用ホッパーの上部にフィルターを直接取り付けます。
  濾過面積を大きくし順次払い落とせるように、フィルターを数本に分け、長めにすると効果的です。
  ※ 連続運転を行う場合は、当社指示風量以上の濾過能力のフィルターが必要です。
  ※ 特に軽量な微粉ではフィルターの表面積を大きくとる必要があります。
７．運転方法と注意事項
7-1運転前点検
1) 始めに粉砕機が完全に停止していることを確認します。
  ※ 停止している時のみ、ドアの開閉を行って下さい。
     ドアの開閉を行う時は、必ずブレーカーを切ってから行って下さい。
2) ピンディスクを手で回して、異常な接触や音がないことを確認して下さい。
  異常が見られた場合 … P.8 トラブルシューティング 9-5

3) ピンディスクのボルト等に絞め忘れがないか、確認を行って下さい。
4) 粉砕機のドアを閉じる時は、ドア接触面とシール部分にゴミ等が付着しないようにして下さい。
  ※ 閉じ代にあそびが生じ、粉砕物の吹出しの原因になります。
5) ドアハンドルを手でしっかりと絞めて下さい。
  ※ 工具等で無理に絞めますと、ねじ切れたり破損の恐れがあります。
6) 粉砕機の始動ボタンを押し、ピンディスクの接触やモーターの駆動音に異常がないか確認して下さい。
  異常が見られた場合 … P.8 トラブルシューティング 9-6

7-2.運転
・粉砕機が回転している間は、粉砕機のドアは完全に閉めておくようにして下さい。
・粒度と能力を一定に保つためには、定量供給が必要です。
・粉砕中は電流値の監視をし、供給量と能力の管理を行って下さい。
・粉砕品は排出口下よりホッパーへと排出されますが、ホッパーが一杯にならないようにして下さい。
一杯になりますと空気の排出場所がなくなり、投入口方向へ逆流します。また粉砕機や粉砕物の加熱、ベアリングの破損、モーター過負荷等、様々な故障の原因になります。
7-3.粒度調節
・粒度調節を行う場合、以下のいずれか、あるいは併用して行います。
1) 原料投入量を変える。

2) ピンディスクの回転数を変える。
3) ピンディスクからピンを抜き取り、ピンの間隔を広げる。
ピンディスクのバランスに注意して行って下さい。バランスの悪いまま回転し続けますと、モーターシャフトやピンディスクに異常な負荷がかかり、故障や破損の原因になります。
※ 粒度調整によって処理量が変動します。
7-4.停止
・粉砕機内に原料が残らないように、供給を停止させてから、粉砕機停止ボタンを押して下さい。
  粉砕品に粉砕前原料が混入することを防止します。
  ※ 停止ボタンを押した後も、ピンディスクは惰性で４～５分間回り続けます。完全に止まったことを
     確認するまで、ドアの開閉を行わないでください。
・フィルターの払い落としや、マグネットの点検、ピンディスクの点検、掃除等を行ってください。
  ※ ドアの開閉を行う時は、必ずブレーカーを切ってから行って下さい。
８．保守
8-1.清掃
・粉砕機の使用の仕方によって多少の差はありますが、清掃が必要となります。熱や摩擦によって粘着する様な原料は粉砕が停止した後に粉砕部から取り除かねばなりません。さもなくば冷えると硬化してしまい再び粉砕機を始動する時に害となります。原料を全く他のものに交換する時にはブラッシングだけでは不充分ですので、ピンディスクを外して水や洗剤で洗浄するのが効果的です。

・以下の手順に従ってピンディスクを外して下さい。
  ※ 必ずブレーカーを切ってから行って下さい。
＜ドア側ピンディスクの取外し＞
図面番号D/04G/00922  D/04G/00927参照
1) 六角穴付ボルトＭ10×25×2個（品番2-8）を外します。

2) ピンディスクを外します。この時、ディスクが落下しないように注意して下さい。
＜本体側ピンディスクの取外し＞
図面番号D/04G/00922  D/04G/00927参照
1) 六角穴付ボルトＭ8×15×4個（品番6-2）を外します。
2) ピンディスクを引き抜きます。この時、ディスクが落下しないように注意して下さい。
  ※ 注意  カップリング(品番8)は外さないで下さい。
・分解内部洗浄を行う場合、2次エアー吸い込み口に洗浄水や粉砕物が入り込むことがあります。そのた
め吸い込み口内部まで洗浄して下さい。洗浄後、組み立てる前に何度かエアーを
注入して、吸い込み口内部の水やゴミ等を吹出してください。
・簡単な洗浄として、粉砕機の運転中に洗浄水を投入口より注入する方法があります。電流計の負荷値に注意しながら洗浄水を注入してください。洗浄後しばらく空転させると、すぐに乾燥できます。

8-2.摩耗
・粉砕ピンは最初の直径の30～35%程度に減少しましたら交換を要します。
・ピン列間の山が摩耗しすぎた時や、ピン穴が大きくなりピンにガタが生じた場合、ピンディスクの交
  換が必要になります。
・摩耗度によってピンとピンディスクとの距離が開いてきます。この距離は粉砕粒度に影響が出ますの
  で定期的にチェックをする必要があります。下図参照
[image: image1.wmf]
  1) 上図左のように、対角線上のピンを選んでパテを取付けます。
  2) ドアを一度閉めてからまた開け、押しつぶされたパテの厚さを測定します。
  3) 測定値が1.2mm+0.3 –0.2の範囲外でしたら、調整シム（品番9）の厚さを変え調整してください。
8-3.ピンの交換
・ピンが変形したり、摩耗度が大きくなったりしますと、能力や粒度に影響が出て来ます。その場合は
  ピンの交換をしなければなりません。
ｓ

1) ピンディスクを取外します。8-1章参照
2) ピンディスク裏面のファンプレート（品番7）を取外します。(本体側のみ)
3) 摩耗や変形したピンを、背面へ叩き出します。
  →極端に変形してしまったピンは削りとって下さい。
  ※ピン穴が大きくなってしまうのを防ぎます。
  →大幅に摩耗したピンを交換する時には、その列のすべてのピンも交換して下さい。
  ※ディスクのバランスが崩れるのを防ぎます。
4) 新しいピンはディスク背面と同一平面まで差し込みます。
  →固く取付ける必要はありません。入れづらい時には、別のピン穴へ差し込んで下さい。
・ピン穴が大きくなりすぎたり、静的バランスが取れなくなったディスクは、新品と交換して下さい。
・異物混入によって粉砕ピンが破損した場合は、ディスクに歪みが生じていないか、手で回転させて調
  べて下さい。… P.8 トラブルシューティング9-5、9-6

９．トラブルシューティング
※ 粉砕機内を点検する際は、必ずブレーカーを切って下さい。
9-1.予定粒度が出ない。
・原料が違ってはいませんか？
粉砕粒度は原料によって大きく異なります。原料成分、投入粒度、水分率、投入量は同じですか？
・ピンの摩耗量は既定値以内ですか？
ピンが摩耗してくると、例え既定値内であっても、粒度に誤差が生じる場合があります。
ピンを交換してください。※弊社にての交換も行っております。ピンディスクを郵送ください。
・仕様以外の風量で製品を吸引していませんか？
新たに空気輸送を行う際は、まず弊社にご相談ください。
9-2.予定処理速度が出ない。
・原料が違ってはいませんか？
粉砕処理速度は原料によって大きく異なります。原料成分、投入粒度、水分率、投入量は同じですか？
・ピンの摩耗量は既定値以内ですか？
ピンが摩耗してくると、粉砕時の衝撃エネルギーが減少して、予定処理速度を下回ってきます。

ピンを交換してください。※弊社にての交換も行っております。ピンディスクを郵送ください。
9-3.投入口から原料が吹出す。
・排気布（フィルター）が目詰まりを起こしてはいませんか？
発生風量が減少すると、投入口側から原料が吹出すことがあります。
定期的に排気布についた微粉を払い落すか、集塵装置を取付けてください。
9-4.過負荷異常で停止した。
・原料の投入量は適正ですか？

一気に粉砕室内に原料が入りますと、許容電流値を超えてしまいます。
粉砕機を点検、清掃して、異常がなければ過負荷リセットをしてください。
・排出口に製品が溜まってはいませんか？
粉砕物が正常に排出されないと、粉砕機内で原料が溜り、過負荷異常が起こります。
・原料に異物が混入してはいませんか？
この場合、ピン及びピンディスク、モーターシャフトに異常が発生する恐れがあります。9-5、9-6の項目のチェックも行って下さい。
9-5.ピンディスクを回すと異常な音がする。
1) ピンディスクが内部ケーシングと干渉を起こしていないか調べて下さい。
ピンディスク及びモーターが歪んで取り付いている可能性があります。再度ピンディスクを取外し、取付けし直してください。
2) ピンディスクを取外して、異常な歪みや亀裂が発生していないか調べて下さい。
原料中に固い異物等が入り込むと生じ易い現象です。直ちにピンディスクを交換して下さい。
そのままで回しますとケーシング内部やモーターの損傷を招きます。
3) モーターシャフトを回すとゴロゴロと異常な音がする。
モーター内のベアリングが破損しています。ベアリングを交換してください。
4) モーターシャフトを手で軽く回して、歪みがないか調べて下さい。
モーターの交換になります。弊社までご連絡ください。
9-6.ドアを閉めて回すと異常な音がする。
1) 双方のピンに異常なカケや摩耗が無いか調べて下さい。
ピンディスク同士が干渉している可能性があります。ピンとピンディスクのクリアランスが正常値かどうか調べて下さい。（８章参照）
ピンディスクのバランスが崩れている可能性があります。ピンの取付けが偏っていないか調べて下さい。
2) モーターから異常音がする。
モーター内のベアリングが破損しています。ベアリングを交換してください。
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